
（
二
四
）
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う
た
物
質
の
外
部
的
蓮
動
に
基
く
反
封
に
遭
遇
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し

我
等
が
是
等
の
材
料
の
解
繹
に
於
い
て
正
當
で
あ
れ
ば
、
螺
歌
星
雲
は

「
島
宇
宙
」
読
に
よ
っ
て
假
定
さ
れ
た
距
離
に
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
．
る

よ
り
小
さ
い
距
離
に
於
い
て
は
、
彼
等
の
大
き
さ
は
、
我
等
が
現
在
我

が
星
辰
系
続
に
蹄
し
て
居
る
も
の
ε
は
比
較
す
る
7
こ
こ
ろ
で
は
な
い
で

あ
ら
う
。
是
等
の
物
禮
が
何
で
あ
る
か
、
彼
等
の
我
等
に
封
ず
る
關
係

が
如
何
で
あ
る
か
は
、
筒
疑
問
ミ
し
て
三
三
の
研
究
が
回
答
す
る
様
残

さ
れ
て
居
る
。

　
結
論
に
於
い
て
、
我
等
が
親
し
ん
で
居
る
物
饅
の
凡
て
は
、
唯
螺
歌

星
雲
を
除
け
ば
互
大
な
系
統
の
組
成
員
で
あ
っ
て
、
該
系
統
は
そ
の
漠

大
な
領
土
中
に
恐
ら
く
十
億
以
上
の
太
陽
を
包
含
し
、
其
の
輪
廓
は
我

等
の
爲
め
に
銀
河
の
外
園
に
よ
っ
て
界
を
立
て
ら
れ
て
居
る
。
此
腱
に

墨
書
の
叉
幾
重
か
の
太
陽
や
太
陽
の
集
書
が
引
手
な
距
離
で
互
に
分
離

さ
れ
、
而
も
重
力
の
影
響
の
下
に
保
九
れ
且
つ
そ
れ
に
從
っ
て
彼
等
の

蓮
動
が
方
向
づ
け
ら
れ
て
る
る
。
此
の
大
家
族
の
一
員
ミ
し
て
結
合
さ

れ
た
も
の
に
不
規
則
形
な
も
の
ε
遊
星
歌
ε
に
分
た
る
瓦
斯
欺
星
雲
が

あ
る
。
此
の
系
統
の
内
に
我
等
は
種
々
の
構
造
ε
排
列
（
其
の
意
味
は

軍
に
ぼ
ん
や
り
ミ
悟
ら
れ
て
み
る
）
－
こ
の
弟
嫁
を
見
る
の
み
な
ら
す
、

亦
畿
達
、
こ
嚢
微
ご
の
兆
を
も
見
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
恒
星
宇
宙
の
概

念
は
驚
異
す
べ
き
も
の
で
あ
委
こ
は
錐
、
我
等
は
今
禽
そ
の
構
邉
ぐ
旨
意

匠
－
こ
の
更
に
本
質
的
な
詳
細
に
關
す
る
知
識
の
啓
端
に
當
っ
て
居
る
に

過
ぎ
な
い
。
（
た
に
リ
）

海
外
日
誌
（
＋
三
）

在
来
　
山
本
　
嚇
　
清

七
月
一
脚
十
八
日
（
土
）

　
午
前
中
、
計
算
至
で
讃
壼
目
。

　
午
後
一
時
、
天
交
適
用
の
車
に
便
莱
し
て
下
由
。
ペ
テ
イ
氏
も
同
乗
す
る
〇

三
二
経
年
宿
。

　
夕
方
、
市
内
散
歩
〇

七
月
二
十
轟
日
ハ
日
）

　
午
前
十
一
時
、
高
岡
氏
に
迎
え
ら
れ
、
カ
ー
に
同
乗
し
イ
、
、
ハ
”
ウ
ド
濁
立

教
命
旧
へ
μ
灯
き
、
禮
昇
式
に
列
し
、
「
簗
出
青
ぜ
弓
丈
」
ピ
い
ふ
説
教
奄
な
す
。
置
ハ
の

後
、
橋
本
氏
方
で
大
勢
が
午
餐
。
薫
れ
か
ら
パ
サ
デ
ナ
市
に
帰
り
、
高
岡
践
の

紹
介
て
、
常
市
内
の
日
本
人
合
同
教
職
の
田
村
牧
師
た
訪
ふ
。

　
夕
方
、
チ
タ
ー
ハ
ウ
ス
老
人
の
訪
問
な
受
け
、
カ
ー
で
市
の
内
外
怨
案
内
ぜ

ら
れ
糞
Q

二
月
剛
昌
十
日
〔
月
）

　
早
朝
、
常
市
日
本
人
會
の
須
原
氏
來
訪
〇
九
呼
か
ら
ナ
フ
イ
ス
に
爵
勤
、
鴻

テ
イ
ト
氏
か
ら
太
陽
の
カ
ル
シ
ユ
ウ
個
々
研
究
法
に
難
し
意
見
か
き
く
。
そ
れ

か
ら
圖
書
室
で
太
陽
に
關
す
ス
墨
書
潜
よ
む
。

　
夕
方
、
散
歩
の
つ
い
で
に
サ
イ
プ
レ
ス
街
の
田
村
牧
師
を
訪
問
。

一
月
㎜
禺
噌
一
日
（
火
）

　
今
日
か
ら
ナ
フ
イ
ス
で
太
陽
の
カ
ル
シ
ウ
ム
想
望
の
研
究
な
始
め
る
こ
ミ
ぜ

し
、
先
づ
標
準
板
か
撰
む
こ
ピ
に
取
り
か
、
る
。
ア
ダ
ム
ス
墓
長
日
傍
へ
來
て

出
思
見
な
述
べ
ら
れ
恥
卜
0

　
午
後
四
時
、
館
宿
。
チ
タ
ー
ハ
ウ
ス
老
の
訪
問
た
う
け
、
カ
ー
で
川
留
公
園



93

か
ら
邦
外
を
散
歩
し
、
グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
な
経
て
鋸
ろ
・

　
々
力
、
聖
業
氏
を
訪
問
り
明
後
日
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
領
事
舘
訪
問
の
件
奄

打
ち
合
ほ
す
。
．

凡
月
一
日
水
）

　
午
前
中
、
新
城
教
授
の
依
囑
．
に
よ
う
幻
燈
蕩
な
天
丈
肇
事
務
室
で
撰
ぶ
Q
午

後
巨
本
部
の
地
下
室
で
太
陽
の
カ
ル
シ
ウ
ム
爲
樋
口
整
理
硯
究
Q

　
英
子
ば
、
急
に
思
ひ
立
っ
て
、
今
日
か
ら
ロ
ス
・
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
の
裁
縫
學
校

へ
涌
脳
ふ
こ
ぐ
」
ε
な
ろ
。

八
月
二
日
木
）

　
軸
朝
十
時
か
ら
、
n
ロ
本
人
會
の
須
原
氏
の
自
動
車
て
ロ
ス
ア
ン
セ
ツ
ス
市
へ
行
｝

き
、
イ
タ
可
や
銀
行
ビ
ル
デ
ン
グ
内
の
日
本
領
事
館
な
訪
問
、
岸
領
事
に
面
會

挨
拶
す
。
新
聞
記
者
に
捕
へ
ら
れ
て
、
．
暫
く
、
日
食
の
談
話
す
。
そ
れ
か
ら
書

食
に
匡
日
本
人
町
で
お
で
し
．
屋
へ
入
り
、
後
、
英
子
匡
學
狡
へ
。
自
分
に
合
同

敏
曾
か
訪
問
し
て
、
田
中
、
小
川
爾
牧
師
ε
い
ろ
一
の
話
為
す
Q
夕
方
、
英

子
ぜ
同
道
、
パ
サ
デ
ナ
市
．
」
蹄
ろ
。

　
夕
食
後
、
田
村
氏
か
訪
問
。

　
今
夜
九
時
、
常
國
大
統
領
ハ
ー
デ
ン
グ
病
死
の
報
な
ホ
テ
ル
の
主
人
に
聞
斗
、

大
ぴ
っ
く
り
。
直
ち
に
コ
ロ
ラ
ド
街
に
飛
び
間
し
曳
、
諸
白
號
直
な
買
ふ
Q
街

路
に
流
肩
に
ザ
ワ
つ
い
て
夜
更
け
る
ま
で
人
通
り
が
釘
ビ
な
く
落
付
か
な
い
。

家
々
の
屋
根
の
上
や
電
柱
に
ば
、
大
統
領
の
巡
遊
た
徽
…
思
す
る
意
味
で
、
四
五

日
前
か
ら
賑
々
し
く
挙
句
為
掲
げ
て
今
夜
も
爾
そ
れ
等
が
ひ
ろ
が
へ
っ
て
み
る

の
に
。

λ
月
翼
日
（
金
）

　
今
日
か
ら
、
天
丈
藁
地
下
蜜
で
整
理
の
つ
い
距
太
陽
カ
ル
シ
ウ
ム
爲
眞
の
恵

積
目
測
な
始
め
ろ
Q
原
叛
ば
圃
九
一
五
年
か
ら
で
、
現
今
ま
で
入
千
枚
に
及
ぶ

多
数
で
あ
ろ
。

夕
方
、
ソ
イ
モ
ン
ド
公
園
散
帯
ゆ

　
か
れ
て
、
願
書
送
電
塾
し
て
置
い
た
の
に
養
し
、
丈
部
省
よ
り
「
和
蘭
闘
を

在
留
國
に
追
加
す
し
定
い
ふ
僻
令
が
到
着
し
実
。

八
月
四
日
（
土
）

　
午
前
申
、
，
天
丈
璽
で
例
の
通
り
、
太
陽
の
カ
ル
シ
ウ
ム
板
櫨
査
、
始
め
豫
想

し
て
ゐ
六
よ
り
も
速
く
仕
事
が
運
ん
で
行
く
。
太
陽
彫
上
の
黒
煙
の
田
液
書
カ

ウ
シ
ウ
ム
雲
及
水
素
が
ス
ビ
の
關
係
が
興
味
深
く
了
解
さ
れ
る
。
非
常
に
有
釜

な
経
瞼
で
あ
ろ
。

　
午
後
二
時
か
ら
、
田
村
牧
師
の
ド
ラ
イ
ヴ
で
、
　
ラ
マ
ン
ダ
・
パ
ー
ク
、
シ
エ

ラ
の
マ
ド
レ
、
モ
ン
ロ
ヴ
ィ
ア
、
オ
ー
ダ
。
ノ
ー
ル
附
電
な
見
物
し
、
少
憩
後
、

更
に
デ
ビ
ツ
門
、
コ
ロ
ラ
ド
橋
、
プ
シ
ユ
花
園
等
ル
耐
兄
、
夕
食
の
御
蹄
…
走
た
欄
楓

い
て
、
九
時
頃
廉
宿
。

八
月
蕊
日
〔
日
）

朝
十
時
、
エ
ル
・
モ
ン
テ
の
高
岡
牧
師
の
貞
働
車
で
迭
ら
れ
て
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
合
同
…
教
會
へ
行
き
、
稽
…
帯
出
に
列
す
〇
十
時
牛
よ
り
に
ア
メ
リ
カ
盈
れ
の
日

本
子
供
の
六
め
の
英
断
禮
拝
、
十
一
．
時
か
ら
ば
大
人
の
カ
め
の
日
本
語
旧
辞
。

今
日
に
ハ
ワ
イ
大
洋
の
原
田
助
博
士
の
説
敏
「
世
界
歴
史
の
三
大
教
訓
」
が
あ
っ

☆
o

　
午
餐
匡
同
教
會
の
小
川
牧
師
に
頂
き
、
食
後
、
自
働
車
で
逡
ち
れ
て
、
サ
ン
・

ガ
プ
”
エ
〃
市
の
ミ
シ
ヨ
ン
劇
怨
見
ろ
。
劇
場
に
假
小
屋
で
あ
ろ
が
、
今
日
ぱ

今
年
度
の
最
終
日
で
、
観
凄
客
約
一
千
人
〇
十
八
世
紀
末
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
開
籟
的
傳
道
な
試
み
カ
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
仁
愛
索
ち
の
熱
烈
な
る
襟
た
見

大
に
感
動
す
。
藝
術
ぜ
し
て
、
之
れ
に
先
日
ハ
可
ウ
ド
で
見
穴
基
督
劇
よ
り
も

儒由

黷
ﾄ
居
甲
る
マ
」
細
心
つ
六
〇

夕
方
、
叉
、
右
の
劇
揚
か
ら
、
或
ろ
未
知
の
友
の
自
働
車
に
逡
ら
れ
て
、
エ

ル
モ
ン
テ
の
高
岡
玩
た
訪
問
、
夕
食
後
、
遥
ら
れ
て
露
宿
O

八
月
六
日
（
月
）

　
朝
込
｝
時
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
よ
り
來
ら
れ
し
原
田
助
、
践
夫
妻
、
溝
原
、
高

岡
諸
氏
ε
共
に
、
一
行
六
人
、
廟
働
直
な
雇
ふ
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
自
に
登
る
。
溝

原
氏
が
金
目
㎡
係
、
自
分
ば
案
内
役
ε
い
ふ
次
第
。
先
づ
市
内
サ
ン
タ
。
バ
週
バ
ラ

街
の
天
丈
盗
本
部
購
内
に
目
下
組
立
中
の
日
食
凝
互
用
機
械
を
見
、
（
・
ζ
ま
で

は
田
村
牧
師
も
同
道
、
）
そ
れ
か
ら
、
例
の
曲
折
の
多
い
ト
ル
通
だ
登
ろ
Q
氣
混

ば
暑
か
ら
す
寒
か
ら
す
、
上
々
で
あ
る
が
、
折
綱
、
サ
ン
雰
・
バ
茸
バ
ラ
あ
た
り

の
山
火
事
書
か
で
、
空
一
弼
に
需
で
、
違
方
の
景
色
に
見
え
な
い
◎

（
二
五
）
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午
後
一
吐
糠
訊
週
ぎ
、
　
山
円
上
の
ホ
テ
ツ
に
W
着
Q
定
刻
に
つ
き
、
　
取
七
の
へ
す
鼠
八
文
書
屋

の
陳
列
館
か
案
内
。
．
そ
れ
か
ら
一
旦
ホ
テ
ル
に
写
り
、
屋
外
の
亭
で
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
市
か
ら
持
肇
の
お
す
し
の
ラ
ン
チ
。
さ
＼
三
時
頃
か
ら
再
び
天
文
喜

に
行
き
、
先
づ
六
十
吋
の
望
遠
鏡
、
次
ぎ
に
百
吋
の
大
望
遠
鋭
ぜ
其
の
構
造
其

の
ド
ー
ム
等
を
案
内
説
明
し
六
。
今
日
ほ
郵
貯
の
灘
測
プ
ラ
グ
ラ
ム
交
代
日
で

ぜ
ー
ス
氏
が
干
渉
註
な
取
d
り
付
け
て
居
力
C
ド
ー
ム
の
内
外
で
、
油
田
原
氏
写
μ
一
数

枚
の
紀
念
爲
眞
矩
撮
ろ
。
そ
れ
か
ら
エ
コ
L
岩
り
あ
た
り
な
散
歩
し
て
、
サ
ン

ガ
ブ
リ
エ
ル
口
口
谷
の
肚
脚
剛
目
見
、
夕
方
、
永
テ
ル
に
階
蹄
ろ
。

　
夕
貸
後
、
永
テ
ル
主
人
の
案
内
で
物
見
盛
か
ら
パ
サ
デ
ナ
．
や
ロ
ス
ァ
ン
セ
〃

ス
．
あ
た
G
，
の
夜
の
爵
貼
一
緒
々
肉
兄
．
ろ
〇
十
時
か
ら
、
自
分
ば
．
濁
“
り
百
心
門
望
遠
旭
競
室
へ

μ仔

ｫ
、
ピ
ー
ス
氏
か
礁
概
女
星
田
や
颪
中
牛
起
…
の
干
渉
測
常
陶
し
て
み
る
の
月
見
、
山
佼
唱
－

二
時
滞
室
9

八
月
雪
日
〔
火
）

　
朝
剥
強
め
†
起
き
，
一
同
打
揃
っ
て
エ
コ
ー
岩
へ
行
・
き
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
山

か
ら
登
ろ
朝
日
か
見
ろ
。
れ
む
く
て
、
其
の
後
，
二
時
間
ほ
こ
、
再
び
床
に
入

る
。

　
朝
食
後
，
午
前
九
時
、
昨
日
の
自
動
車
に
乗
り
、
　
一
同
、
元
の
道
を
下
山
Q

午
前
十
一
時
、
パ
サ
デ
ナ
甫
サ
イ
プ
ソ
ス
実
り
田
村
域
方
に
迎
へ
ら
れ
、
．
日
本

食
の
午
餐
を
頂
く
Q
ー
ー
こ
㌧
で
登
山
隊
に
解
散
。
原
闘
夫
妻
に
サ
ン
タ
・
モ
ニ

t
刀
へ
、
膚
通
韻
氏
ほ
エ
ル
モ
ン
テ
へ
、
自
分
竺
ぼ
μ
宿
へ
昂
ろ
Q

八
月
八
日
（
水
）

　
朝
九
時
か
ち
、
英
子
ば
切
市
へ
、
伯
分
は
研
究
室
へ
。
i
一
研
究
室
で
十
一

暗
頃
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
氏
か
訪
ひ
、
太
陽
黒
論
の
構
這
に
つ
い
て
意
見
の
交
換

為
な
て
。

　
午
後
三
時
過
か
ら
ロ
ス
．
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
へ
行
き
、
英
干
ご
共
に
メ
イ
ン
街
で

買
物
な
ご
す
。
六
時
か
ら
第
一
曇
り
三
光
櫻
で
、
同
志
肚
同
窓
會
屯
催
原
田
助

富
麗
毒
襯
迎
會
に
招
か
れ
て
出
席
。
會
後
、
八
時
．
頃
、
小
葉
竹
氏
の
病
氣
々
見

舞
ふ
（
、
露
室
。

八
月
九
．
日
木
）

　
午
前
、
天
丈
慶
本
部
で
サ
ン
フ
ナ
ド
氏
に
面
會
、
い
ろ
一
り
〃
天
丈
嘉
の

（
二
六
）

話
し
な
ご
す
。
氏
ぼ
嘗
て
”
ク
に
居
れ
人
で
、
ム
ー
ア
氏
ビ
鴫
懇
の
由
。
曲
の

日
、
エ
ラ
ー
マ
ン
氏
と
シ
カ
ゴ
の
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
教
授
ビ
、
天
文
盗
で
玉
突
存

し
て
み
た
。

．
夕
方
六
噂
、
英
子
ご
共
に
旧
館
氏
方
．
」
招
か
菖
、
日
本
食
さ
し
み
の
御
馳
走

な
い
大
ゾ
く
。
九
時
か
ら
南
ハ
ド
ソ
ン
街
に
グ
リ
ー
ソ
ン
氏
准
訪
ね
、
日
本
の

事
、
及
び
加
州
目
本
人
問
題
に
つ
き
、
い
ろ
／
～
思
す
。

八
月
窄
臼
（
金
）

　
今
日
ぼ
ハ
ー
デ
ン
グ
大
統
領
の
葬
式
の
日
な
の
で
休
日
で
あ
ろ
。
自
分
に
午

晶
酬
申
、
天
文
義
甲
へ
行
っ
た
が
、
午
後
ぱ
伏
四
む
、

　
午
後
一
時
半
、
レ
イ
モ
ン
ド
公
園
に
於
け
ろ
パ
サ
デ
ナ
全
市
追
悼
會
為
見
ろ

八
月
†
幽
日
ハ
土
）

　
今
日
ば
田
村
｝
家
ご
些
に
ビ
〃
ニ
ク
の
約
束
で
、
午
前
掲
時
頃
、
自
働
車
で

誘
ぼ
れ
、
眞
す
ぐ
に
東
、
」
走
り
、
景
色
自
慢
の
フ
ト
ヒ
ル
道
路
に
よ
り
、
モ
ン

ロ
ヴ
ィ
ア
、
ア
ズ
サ
、
ア
プ
ラ
ン
ド
な
絶
、
サ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
デ
ノ
の
敏
會
で
少

憩
、
そ
れ
か
ら
レ
ド
ラ
ン
ド
の
ス
マ
イ
リ
i
丘
に
置
き
。
御
津
當
た
ひ
ろ
げ
景

色
な
賞
し
つ
」
、
食
事
な
樂
む
Q

　
食
後
、
又
乗
車
，
コ
ル
ト
ン
な
通
過
、
ハ
イ
グ
ロ
ブ
の
小
泉
方
で
果
物
の
御

土
産
な
山
ぼ
こ
貰
ひ
、
次
で
リ
ヴ
ア
サ
イ
ド
市
に
清
水
久
男
氏
な
訪
問
、
清
水

氏
の
山
斗
囚
で
、
同
地
の
有
名
な
ミ
シ
ヨ
ン
族
舎
か
見
ろ
。
ス
ペ
イ
ン
式
の
古
刹

芒
東
洋
式
の
製
富
な
美
伽
品
に
ば
大
に
驚
か
さ
れ
六
も
の
が
多
い
。

　
夜
九
時
、
バ
サ
デ
ナ
市
田
村
攻
宅
に
廉
着
、
夕
食
恥
い
カ
だ
き
、
宿
に
逡
ら

れ
糞
9
1
一
幸
薦
な
一
口
で
あ
っ
六
。

鞠
前
月
十
一
図
日
（
日
）

　
朝
十
時
　
迎
へ
ら
れ
て
田
村
氏
の
日
本
人
合
同
教
會
へ
行
き
、
先
づ
日
曜
攣

校
生
徒
に
日
本
語
ε
英
語
な
取
分
つ
つ
の
読
図
（
量
り
に
つ
い
て
）
着
旧
怨
し
、

十
一
時
か
．
ら
大
人
の
一
拝
式
に
「
天
の
黙
示
」
に
つ
い
て
真
教
す
O

　
午
後
、
英
子
ほ
田
村
大
回
、
』
連
れ
ら
れ
て
、
江
馬
氏
方
の
造
花
陳
列
會
矩
見

に
行
き
、
．
自
分
ば
子
供
π
ら
の
御
守
り
か
仰
ぜ
っ
か
る
Q

て
ん
ぷ
ら
の
夕
食
為
い
た
だ
い
て
臨
宿
す
。

八
月
分
四
昌
日
’
月
）



9
5
．

天
丈
蔓
へ
行
．
つ
て
見
れ
げ
3
　
エ
ラ
L
マ
」
ン
氏
等
、
サ
ン
．
デ
ー
ゴ
へ
日
合
冊
観
測
族

行
の
．
準
備
で
、
忙
し
さ
う
で
あ
っ
れ
。
長
ら
く
山
上
で
光
速
の
實
瞼
た
し
て
ゐ

六
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
敏
授
ほ
仕
事
た
一
先
づ
切
り
上
げ
、
本
日
シ
カ
ゴ
大
學
に
麟

っ
て
行
つ
れ
。
．
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ー
チ

　
汐
食
に
、
ま
宏
、
田
村
氏
に
招
か
れ
六
。
食
後
，
白
鳳
車
で
濱
に
遮
れ
て
行

っ
て
貰
ひ
、
ゲ
エ
ニ
ス
で
シ
ー
二
〃
・
レ
ー
ル
や
謎
の
ガ
ラ
ス
家
な
ご
興
じ
、
夜

牛
麟
宿
。

（
．
月
＋
四
．
日
ハ
火
）

　
一
九
一
八
年
ま
．
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
太
陽
板
の
測
定
が
終
つ
カ
の
で
《
試
み
に

之
れ
な
カ
：
プ
亡
し
て
見
ろ
Q
午
後
†
一
時
h
・
、
恰
も
C
G
ア
ボ
ト
氏
か
自
分

の
硯
究
室
に
來
ら
れ
表
の
で
、
カ
ー
ヴ
感
恩
ぜ
～
い
ろ
一
亡
意
見
置
き
く
。

．
エ
ラ
ー
マ
ン
氏
等
、
日
食
観
測
隊
の
一
行
ほ
今
朝
サ
ン
デ
ー
ゴ
へ
出
渡
し
表

今
日
ば
天
丈
蔓
本
鄭
に
訪
問
者
か
多
く
ガ
、
、
ア
ダ
ム
ス
蔓
長
代
指
口
扮
に
多
忙

ら
し
く
見
え
カ
O

　
夕
方
ば
公
國
々
散
歩
。

　
二
男
修
よ
り
片
假
名
が
き
の
始
め
て
の
手
紙
來
ろ
Q

八
月
・
十
蕊
日
「
水
）

　
今
日
か
ら
又
太
陽
カ
ル
シ
ウ
ム
爲
員
板
の
測
定
た
つ
づ
け
・
ハ
。

　
午
後
．
四
時
牛
か
ら
、
メ
ル
リ
氏
夫
妻
に
蓮
れ
ら
れ
て
、
ナ
ー
ク
・
ノ
ー
ル
附
近

や
オ
ソ
ン
ゲ
グ
ロ
ヴ
．
通
り
な
ド
ラ
イ
ヅ
す
。

　
タ
食
に
ば
田
村
氏
方
に
招
か
れ
、
．
そ
の
後
、
案
内
さ
れ
て
八
「
同
心
會
堂
に
行

昏
、
入
時
か
だ
り
山
月
の
天
心
講
演
為
な
し
、
最
後
に
若
干
の
幻
燈
譜
た
見
ゼ
て

説
明
し
糞
・
＋
時
雫
肺
宿
Q
．

　
ホ
ビ
ユ
．
ラ
ー
。
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
誌
ε
パ
シ
フ
イ
グ
天
文
維
誌
ピ
に
、
日
本
り
天

辺
學
界
に
遅
し
て
、
典
に
自
分
の
稿
が
同
時
に
現
に
れ
乳
。

八
月
噛
六
日
（
木
）

太
陽
カ
ル
シ
ウ
ム
板
測
定
の
結
果
為
全
部
カ
ー
ブ
に
月
白
、
終
ろ
。
一
寸
見
乳

亡
こ
ろ
で
に
太
陽
恒
数
亡
の
一
致
に
明
ら
か
で
な
い
Q
尤
も
黒
目
の
子
午
線
通

過
書
太
陽
熱
降
下
定
に
多
少
開
通
が
あ
b
ら
し
い
Q

　
夕
方
、
英
子
ほ
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
か
ら
、
お
す
し
か
買
っ
て
來
糞
ρ
食
後

散
歩
。

八
月
十
紫
目
（
金
）

　
例
に
よ
り
、
朝
九
時
よ
り
白
帯
ば
天
丈
盛
の
研
究
室
へ
Q
奨
畦
道
少
し
疲
勢

の
氣
昧
で
、
午
前
申
ぱ
宅
に
休
養
。

　
夕
方
、
田
村
琉
方
へ
招
か
れ
て
行
く
Q

八
月
十
八
日
’
土
㌧

　
午
晶
剛
中
、
天
丈
吻
量
本
・
部
へ
Q

　
田
村
氏
の
厚
出
思
に
よ
り
、
山
巾
内
チ
エ
ス
ナ
ト
涌
榔
一
六
一
の
ミ
ス
・
ス
ピ
ア
方
の

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
秘
借
り
ろ
こ
ビ
に
決
定
。
午
後
五
晴
牛
、
急
に
荷
物
な
ま
ご

め
、
手
函
な
も
の
は
タ
〃
シ
に
乗
ぜ
て
運
韓
移
轄
潜
了
す
。
ト
ラ
ン
ク
ー
1
明
朝

運
ば
れ
ろ
筈
。
ー
ー
こ
㌧
で
渡
米
以
聚
最
初
の
ハ
ウ
ス
・
キ
ー
ピ
ー
グ
な
始
め

ろ
。
先
づ
取
り
敢
へ
す
、
六
時
ま
で
に
大
急
ぎ
、
一
通
り
必
要
な
食
料
品
た
マ

ー
ケ
ソ
ト
に
買
ひ
に
行
き
、
持
ち
昂
っ
て
食
事
、
ま
る
で
新
婚
當
博
の
や
う
な

ば
し
ゃ
い
だ
氣
持
に
な
ろ
O

　
夜
、
田
村
氏
方
た
訪
問
、
但
．
し
主
人
1
／
不
在
。

八
月
十
九
日
昌
日
）

　
朝
九
時
牛
か
ら
，
市
内
南
マ
レ
ン
ゴ
通
の
第
一
組
合
教
會
へ
招
か
れ
行
き
、

ミ
ス
・
．
ヒ
ユ
ズ
レ
ー
の
紹
介
で
、
大
人
の
聖
書
堅
約
百
人
の
組
に
「
最
近
の
9
本
」

に
陶
し
て
英
語
講
演
か
な
す
。
そ
れ
か
ら
四
教
會
で
禮
希
な
守
ろ
。
説
藪
者
に

フ
オ
〃
ス
牧
師
。

　
午
後
六
時
か
ら
、
ま
れ
、
面
内
の
長
老
教
會
へ
招
か
れ
て
行
音
、
青
年
墨
生

六
十
名
ほ
こ
に
「
日
本
の
最
近
の
思
潮
」
に
つ
い
て
一
時
固
の
英
語
講
演
舟
な
す

カ
ウ
ス
氏
紹
介
す
O

　
そ
の
後
、
引
き
善
き
、
エ
レ
バ
ド
通
の
日
本
人
會
の
室
催
の
講
演
會
に
臨
み

時
事
薪
報
の
三
浦
陵
治
氏
及
び
東
京
市
電
氣
局
の
石
非
滴
氏
に
つ
ぎ
、
自
分
ほ

「
天
丈
摯
一
般
」
に
つ
き
講
演
し
六
Q
百
名
以
上
の
集
り
で
あ
っ
カ
Q

八
月
二
十
日
ρ
月
「

　
今
日
ば
少
し
飴
暇
が
あ
っ
れ
の
で
、
火
星
の
古
い
襯
測
史
オ
研
究
し
乳
。

　
午
後
八
時
頃
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
市
か
ら
小
葉
竹
氏
虚
説
O

（
二
七
）


